
境界を打ち破る：AIの進歩を促進する 
エッジネイティブなインフラストラクチャ
Software-Defined型のエッジが AIイノベーションと進化 
を促進する方法

InfoBrief, sponsored by Intel　|　June 2024

Jennifer Cooke

リサーチディレクター、
Cloud to Edge Datacenter Trends、IDC

Dave McCarthy

リサーチバイスプレジデント、
Cloud and Edge Infrastructure Services、IDC



2InfoBrief, sponsored by Intel  
June 2024　|　IDC #US52123724

境界を打ち破る：AIの進歩を促進するエッジネイティブなインフラストラクチャ

本InfoBriefについて. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3

業界がエッジに拡張する理由.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4

エッジは、データセキュリティ、業務効率、ビジネス回復力の向上を
実現する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6

エッジへの新しいアプリケーションの流入.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .7

エッジの未修正データセンターアプリが遅延やサービスの中断を引
き起こす.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8

エッジプロジェクトが予定通りに完了しない理由.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9

エッジの最適化には時間がかかる. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

エッジには固有で多様な要件があります.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

クラウドネイティブとエッジネイティブの違い.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

Software-Defined型のエッジの重要性. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14

データの課題解決にエッジでのAIが必要となります.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

エッジを正しく活用することでイノベーションを促進し、成果を上げ
ることができる. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16

重要なポイント.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17

IDCアナリストについて.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

スポンサーメッセージ.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20

目次
このドキュメントの各セクションに移動するには、以下をクリックしてください。



3InfoBrief, sponsored by Intel  
June 2024　|　IDC #US52123724

目次

境界を打ち破る：AIの進歩を促進するエッジネイティブなインフラストラクチャ

業務の合理化から、新しい方法での顧客やパート
ナーとのつながり、機密データからの貴重な洞察
の発見まで、エッジにおけるデジタルインフラス
トラクチャはイノベーションを支える基盤です。

AIを活用したアプリケーションの登場によって、データ
転送に関するコストとデータプライバシーの課題に対す
る認識が高まっています。多くの場合、データが作成され
た場所、  つまりエッジでデータを処理および保存すると、
コスト効率が向上する。多くの新しいAI支援のユースケー
スでは、ほぼリアルタイムでの動作を可能にするために
高いパフォーマンスと低レイテンシーが求められ、  これは
エッジインフラストラクチャでのみ実現できる。

調査について
ITリソースの物理的な場所の制約が、
進歩を妨げる障壁であってはならな
い。2023年 11月、IDCとインテルは、
ITサービスをエッジに拡張する際の
ITリーダーおよびビジネスリーダーの
課題を理解するための大規模な調査を
実施しました。

この調査では、800人の ITおよび運
用の意思決定者から意見を収集し、北
米、欧州、アジア太平洋地域の運用テ
クノロジー（OT）リーダーに対して
詳細なインタビューを行いました。こ
の調査の結果は、今回の IDC InfoBrief
に記載されている。

本 InfoBriefについて

Note: データは、IDCの Global Primary Research Groupによって管理されている本ドキュメント内の一部のデータは複数の二分表で構
成されており、必ずしも合計が 100％にならない場合がある。データは国または地域別の IT支出によって重み付けされている。
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店舗内分析／ターゲティング 65%

パーソナライズされたショッピング
体験 62%

サプライチェーンの最適化 61%

すべてのチャネルで一貫した顧客体験 58%

損失防止 50%

セルフレジ 44%

小売業
エッジは店内分析と、よりパーソナライズされたショッピン
グ体験を推進する。サプライチェーンの最適化、より優れた
顧客エクスペリエンスの提供、新しい方法でのパートナーや
顧客とのつながりが重要となる。

業界がエッジに拡張する理由
リアルタイムの対応：OT（operating technologies）に ITを融合させたプロジェクトが急速に導入されている。

製造業
プロセスの監視、AI支援による品質管理の評価、自律的な運
用とロボティクスの強化が最先端のプロジェクトである。エッ
ジにおけるデジタルインフラストラクチャによって、中断さ
れた場合も回復力のある運用が保証されます。

プロセスの監視 51%

自律的な運用／ロボティクス 42%

AIを活用した品質管理 41%

予知保全 38%

従業員の安全性 37%

業務効率化のためのデ
ジタルツイン 23%

n = 800; Source: IDC�s Edge Native Thought Leadership Survey, November 2023
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物流とルート計画 69%

業務効率 62%

従業員の安全 55%

予知保全 35%

運転手の安全のための動画分析 32%

自動運転 26%

輸送
物流とルート計画は、運用の効率と持続可能性の取り組みを
サポートする、最も頻繁に引用されるエッジユースケースで
ある。エッジ分析によってサポートされる従業員の安全性の
向上も最優先事項です。

ヘルスケア
過去 2年間で、遠隔地における質の高い患者ケアをサポート
するバーチャル訪問が急増した。AI支援によるメモの作成、
イメージング、診断によってプロセスが合理化され、病院の
スタッフは患者のケアに集中できるようになります。

遠隔地での患者ケア／バーチャル訪問 64%

AI支援による記録／メモ（デジタル病院） 56%

AI支援によるイメージングと診断 48%

ラボの自動化 33%

拡張現実 20%

業界がエッジに拡張する理由（続き）

n = 800; Source: IDC�s Edge Native Thought Leadership Survey, November 2023
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エッジは、データセキュリティ、業務効率、ビジ
ネス回復力の向上を実現する

データセキ 
ュリティの向上

ビジネスまたは運用
の回復力の確保

業務効率の 
向上

ネットワーク／ 
接続コストの節約

規制要件への 
適合

競争上の 
差別化

身体的な安全の 
向上

新たな顧客 
体験の創出

53% 52%

41%
38%

33%
29% 27% 27%

エッジへの投資から組織が得るもの

n = 800; Source: IDC�s Edge Native Thought Leadership Survey, November 2023
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エッジへの新しいアプリケーションの流入
ほとんどの組織で、2026年までに 10～ 20個以上の新しいアプリケーションをエッジに導入する
予定があります。

デジタル強化されたビジネスオペレーションをサポートするための
新しいエッジソリューションを必要としている割合。IT/OT統合の専門
知識は引き続き不足している状態であり、需要が高まっています。

業務は革新と顧客エンゲージメントの促進のためにエッジプラット
フォームに依存している。その状態で、任務を遂行できるのであろ
うか ?

現場に新しいデジタルプロセスを導入し、それらをサポートするた
めのエッジソリューションを必要としている割合。

新しい顧客体験を提供し、エンゲージメントを強化するための新
しいエッジソリューションを必要としている割合。

46%

42%

38%

n = 800; Source: IDC�s Edge Native Thought Leadership Survey, November 2023
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ほとんどの組織では、既存のシステムと新しいシステムの統合
が容易ではなかった。多くの場合、外部の専門家を雇う必要が
あり、ITと OTを統合するという課題に直面していました。

課題について

 • 要求の厳しい新しいエッジアプリケーション
では、エッジでの計算能力とストレージ容量
がさらに必要となります。AIアプリケーショ
ンには、より大きな処理能力とより大きな
データセットを処理する能力が必要です。

 • OTと ITを統合するプロセスは複雑で時間が
かかります。

 • レガシーアプリケーションのモダナイズは困
難な取り組みです。データセキュリティとコ
ンプライアンスのニーズを満たすには、エッ
ジで実行されるほとんどのアプリケーション
を変更する必要があります。

エッジの未修正データセンターアプリが遅延や
サービスの中断を引き起こす

「分散型デザイン」が新たな課題をもたらしている。エッジプロジェクトでは、計画していたよりも時間とコ
ストがかかることがよく起きる。

想定以上にコストがか
かるエッジプロジェクトの

割合。

35%



9InfoBrief, sponsored by Intel  
June 2024　|　IDC #US52123724

目次

境界を打ち破る：AIの進歩を促進するエッジネイティブなインフラストラクチャ

エッジプロジェクトが予定通りに完了しない理由
エッジプロジェクトは容易には進まない。綿密な計画にもかかわらず、多くのプロジェクトは頓挫している。

エッジプロジェクトに 
予測や計画よりも 
時間がかかった 
と回答した組織の割合。

エッジプロジェクトの遅延はさまざまな理由で発生するが、主
な原因はスタッフの時間とスキルセットに関連しています。時
間に対する要求と新しいプロセスを学習する必要性によって、
エッジプロジェクトの価値実現には時間がかかります。

「 地域間の規制の違いによって、エッジプロ
ジェクトは困難を極めます」

「 手動プロセスによってプロジェクトの進行
が遅くなりました」

「 データ管理が大変でした」

「 アプリケーションの拡張が困難でした」

「 ソフトウェアで機器コントローラーを動作
させる作業は、時間がかかります」

「 OTシステムは古く、新しいシステムとの
整合が困難です」

40%
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エッジプロジェクトが予定通りに完了しない 
理由（続き）

計画していたよりもエッジプロジェクトに時間がかかった理由

スタッフ不足、または
適切なスキル不足

資金不足 計画と戦略の課題 プロジェクトの複雑さ

95%

9%11%14%16%

17%40%52%

インフラストラクチャ
をアップグレードする

必要性

統合の問題 セキュリティを確保す
るための追加作業

アプリケーションのリ
ファクタリング、ライ
センス、スケールの 

問題
n = 800; Source: IDC�s Edge Native Thought Leadership Survey, November 2023
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エッジの最適化には時間がかかる
エッジアプリケーションには、セキュリティとデータ管理に関する一連の新しい要件を考慮する必要がある。

2023年 11月時点では 43％のアプリがリファクタリン
グされており、2024年 11月にはその割合が 57％まで
増加する（14ポイントの増加）と予測されています。

多くの場合、アプリケーションのリファクタリングは
社内の ITチームが自ら行っています。

セキュリティを確保してデータを管理するには、エッジ
ユースケースに対してアプリケーションのリファクタリ
ングおよび最適化を大規模に行う必要がある。

この作業は、取り組めば着実に進捗するが、 
時間がかかるプロセスである。

エッジ用にアプリケーションを 
最適化する上で最も困難なこと

26%
データとアプリ
ケーションのセ
キュリティの確保

8%
さまざまな 
場所への拡張

36%
さまざまな
プラット
フォームの
複雑さ

30%
ITの専門知識

と時間

n = 800; Source: IDC�s Edge Native Thought Leadership Survey, November 2023

約60％の組織が、エッ
ジ向けのアプリケーション
の最適化に 6～ 14か月
かかると報告しています。
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エッジには固有で多様な要件があります。
エッジに対する取り組みを合理化するために、エッジネイティブなプラットフォームが登場している。

エッジネイティブなプラットフォームは、エッジロ
ケーションにおけるデジタルインフラストラクチャ、
アプリケーション、データに固有のニーズに対応し
ます。中心となる設計の原則は次の通りである。

	⊲ 導入の容易さ
	⊲ 自律的かつ遠隔的な管理
	⊲ 物理的セキュリティとデータセキュリティ

エッジネイティブは分散インフラストラクチャ向け
に設計および構築されており、多くの場合、非セキュ
アで人間のいない場所に配置されます。エッジでは、
個別の環境および場所の要件が導入されるため、異
なるアプローチが必要である。そのため、OTと既存
のアプリケーションとの統合能力が成功の鍵となる。

エッジネイティブなアプリケーションとインフラス
トラクチャは、エッジでの追加のセキュリティニー
ズに合わせて構築され、回復力の高い ITサービス
を支援します。

オーケストレーション
• コンテナ管理

接続
• コンテンツデリバ
リーネットワーク

• コロケーション
• マルチクラウドネッ
トワーキング

• 5GとMEC

セキュリティ
• ゼロタッチプロビ
ジョニング

• ゼロトラストセ
キュリティ

環境
• モジュール型で耐久
性の高い筐体

データ駆動型
• 機械学習
• AIOps

インフラストラクチャ
• AI最適、コンバージド、ハ
イパーコンバージド、ベア
メタル

エッジネイティブなプラットフォーム
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クラウドネイティブとエッジネイティブの違い

クラウドネイティブ エッジネイティブ

インフラストラクチャ 標準化および抽象化され、制御された環
境に配置 多様性に富み、厳しい条件の環境に存在

データ 処理と保管を集中管理 リアルタイム処理、キャッシュ、セキュ
リティのための暗号化

コネクティビティ 高速／広帯域 さまざまな速度と帯域

インフラストラクチャ配備 集約型 ゼロタッチ

セキュリティ セキュアな場所の信頼できるファブリ 
ック 非セキュアな場所に対するゼロトラスト

レジリエンシー 複数のノードとリージョンへのインフ 
ラストラクチャのフェイルオーバー

耐障害性のために構築された AIOpsと
ハードウェア
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Software-Defined型のエッジの重要性
エッジにおけるソフトウェア定義のリソース：エッジソリューションとパートナーを選択する際は、セキュ
リティ、効率、コストが常に重要な要素となります。

しかし、細部まで見た場合に、最も重要なのは何か？ IDC
のドライバー（促進要因）分析 *では、コンテナ化また
は仮想化されたソフトウェア定義のリソースが最も重要
であると判明しました。

この重要な調査結果は、エッジプロジェクトに関連するエ
ンドユーザーの課題に基づいた IDCの調査結果と一致し
ています。スタッフの時間と専門知識は不足しています。
ITをサポートし、組織がエッジプロジェクトを成功させる
には、モダナイズされたエッジネイテ 
ィブなアプリとプラットフォームが 
必要です。これらのプラットフォーム 
の主な役割は、プロセスが遵守され、 
セキュリティニーズが満たされてい 
ることを保証しながら、スタッフ 
の時間的負担を軽減する自動化など 
です。

* ドライバー分析は、主要な属性を識別するために実行される回帰分析です。

相対的重要性の分析

コンテナ化または仮想化された Software-Defined型のリ
ソース

クラウドから切断された状態でも操作可能な能力

すべての拠点に対するリアルタイムな可視化と管理

スムーズなデータ管理と制御のための共通ストレージコン
トロールプレーン

クラウドへの接続性

物理的に非セキュアな場所に対するゼロトラスト

集中管理による自動配備

7%

7%

7%

4%

4%

9%

62%



15InfoBrief, sponsored by Intel  
June 2024　|　IDC #US52123724

目次

境界を打ち破る：AIの進歩を促進するエッジネイティブなインフラストラクチャ

データの課題解決にエッジでのAIが必要となります。
AIのある場所にデータを持っていくのではなく、AIをデータのある場所に持っていくことが、エッジでア
プリを実行する組織のあるべき姿です。

現在、3社中 1社以上がエッジで AIを運用
しており、近い将来、企業の半数はエッジ
で AIアプリを運用するとされています。

AIには、定期的に膨大な量のデータを「与
える（入力する）」必要があります。このデー
タはエッジで生成され、多くの場合は分析
も処理もエッジで行われています。これに
よって、レイテンシーは軽減されるが、エッ
ジでのデータ管理に問題が生じる可能性が
あります。

データ制御プロセスの設定と遵守、コン
プライアンスの確保は、多くの企業にとっ
て課題である。AIは膨大な量のデータを
必要とするため、データセンターの外部
にあるデータを保護、保存、活用すると
いう組織のプレッシャーが増大している。

エッジでのデータの保護 32%

エッジでの高性能コンピューティングの実行経験不足 28%

レガシーまたは既存のインフラストラクチャとの
統合 23%

エッジでのモデル精度 21%

エッジインフラストラクチャとア
プリケーションの導入ロジスティ
クス

16%

大規模な AIプロジェクトの管理とオーケスト
レーション 20%

データからの洞察の抽出 14%

ドメインエキスパートまたはビジネスエキ
スパートの技術的なスキルセットの不足 19%

エッジプロジェクトにおいて、最も難しい（または難しいと思われる）
AIの要素とは？
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エッジを正しく活用することでイノベーション
を促進し、成果を上げることができる
半数以上の組織が、エッジによって業務効率が向上したと報告している。

エッジによってビジ
ネスと業務の回復
力が向上したとい
う組織の割合。

40%

ネットワークコストの削減に加えて、これらのメ
リットが実現する。

ただし、すべてのエッジ配備が同じというわけで
はない。エッジプラットフォームを評価する際
に確認する必要がある重要な質問には、以下
のようなものがあります。

	⊲ すべてのエッジロケーションにインフラスト
ラクチャとアプリケーションを簡単に展開
できるか？

	⊲ エッジプラットフォームは高度な自律性を備
えて動作し、リモートでの介入を必要とし
ない管理をサポートしているか？

	⊲ エッジプラットフォームは、物理インフラス
トラクチャとそこに含まれるデータをどの
程度保護しているか？

「 予測メンテナンスソリューションを使用する
ことで、ダウンタイムを 30％削減できました」

「クラウドコストが 20％削減されました」

「 エッジ変革プロジェクトを実施することで、
莫大な経済的利益が実現しました」
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重要なポイント
Software-Defined型のインフラストラクチャは、エッジユースケースで直面する主要な課題
を克服するために必要です。
エッジプロジェクトが期限に間に合わない場合、その原因の多くは、ITスタッフにかかる負担が大きいことによ
るものです。最新化された Software-Defied型のエッジプラットフォームを使用することによって、自律的な運
用と導入の容易さのメリットを享受できます。高度に分散化されたインフラストラクチャ向けに特別に構築され
たプラットフォームは、人間の介入をほとんど必要とせずに導入および運用できます。エッジネイティブなプラッ
トフォームに投資することで、ITスキルセットと時間に対する負担が大幅に軽減されます。

エッジは最終的に大きな価値をもたらすが、OTの複雑さによって、コストが増加することが
ある。
多くのエッジプロジェクトでは、OTを ITプラットフォームに接続するための専門スキルにかかる費用が原因と
なり、計画よりもコストが発生します。しかし、予算目標が達成できていないにもかかわらず、エッジへの投資
による良い結果と投資の回収が報告されています。ダウンタイムの削減から業務効率の向上まで、投資によって
エッジプラットフォームからの収益がもたらされています。

エッジ向けにアプリケーションを修正することが重要となります。
エッジユーザーの半数は、エッジ向けに修正、最適化されていないアプリケーションがサービスの遅延や中断を
引き起こしていると述べています。多くのエッジユースケースはミッションクリティカルな性質を持っているた
め、プロジェクト設計の早い段階でこれらのリスクに対処することが非常に重要です。
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エコシステムアプローチをエッジに適用する。
運用テクノロジーをエッジ ITに接続することは容易ではなく、時間がかかる。業界固有の課題やエッジユースケー
スに関する経験を持つテクノロジーパートナーを探す必要があります。エッジプロジェクトでは、OTと IT間の
インターフェイスを安全に構築するために、エコシステムパートナー間の調整が必要となります。

AIをどこに置くかが重要である。
新しい AIアプリケーションとそれに伴う膨大なデータセットによって、データ管理と保護の課題はますます複雑
さを増しています。データが作成される推論にエッジネイティブなプラットフォームを使用することで、これら
の課題を克服できます。エッジで推論を実行することによって、組織はデータ移動のコストとリスクを削減でき
ます。データの場所については、プロジェクト戦略セッションの早い段階で話し合う必要があります。

IT組織はエッジを活用してビジネスイノベーションを推進します。
顧客との会話から、顧客が AI推論やエッジ AIソリューションを念頭に置かずにプロジェクトを開始しているこ
とが判明する場合があります。彼らは解決したい問題から始めています。IT組織は、事業部門や運用管理部門がデー
タの移動に関する物流上および規制上の課題を理解し、データから有意義な洞察を得られるように支援すること
で、組織内で戦略的な役割を果たすことができます。安全な ITサービスをエッジに拡張する ITの機能によって、
プロジェクトの成功率が向上し、コストが削減され、データセキュリティが確保されます。

重要なポイント（続き）
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スポンサーメッセージ

あらゆる業界が AIに向かって進んでいます。物理インフラストラクチャからデジ
タルインフラストラクチャへの変革によって、データセンターよりもクライアント
とエッジでの AI推論の需要が 1.4倍増加しています。インテルは、約 10万件のエッ
ジ導入の経験を活用し、お客様がエッジ AIの機会を迅速かつ効率的に活用できるよう
に支援します。

運用テクノロジーを ITプラットフォームに統合することは複雑で、時間もかかりま
す。IT組織が予定通りに予算内でプロジェクトを実施し、ビジネス部門を支援できる
ようにするには、最新のエッジネイティブなプラットフォームが必要です。業界やパー
トナーが直面する課題を深く理解するインテルは、インテル® Tiber™エッジ・プラット
フォームを開発しました。  これは、セキュリティ、回復力、モジュール性を重視し、エッ
ジでのコンピューティングと接続性の複雑さを抽象化し、AI向けに最適化されたオー
プンな Software-Defined型のプラットフォームです。
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